
「シロガネコムギ」の多収を実現する新しい施肥法

を開発しました。

（ 筑後分場 ）

慣行より多収となる 緩効性肥料を用いた施肥法成果の内容

背 景 多雨による肥料の流亡が、シロガネコムギ不作の大きな要因でした。

新施肥法による播種時期別収量

新施肥法は慣行よりも安定して多収

()内の数字は、慣行を
100とした場合の指数

新施肥法のイメージ

遅播きでは

タンパク含有率
もＵＰ

※棒の長さは、10a当たりの窒素施肥量

適期播 遅播
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目標播種量
適期播：150本/㎡
遅播 ：200本/㎡
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